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(57)【要約】
【課題】データ駆動部と画素部との間にブラックデータ
挿入部が備えられ、前記データ駆動部から画素部に出力
されるデータの操作なしに前記データ駆動部から出力さ
れるデータが印加される期間にブラックデータを挿入し
て画素部に提供することで、ＭＰＲＴ指数を向上させる
ことができる有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】本発明の有機電界発光表示装置は、走査線
及びデータ線と接続された複数の画素を含む画素部と、
前記データ線を駆動するためのデータ駆動部と、前記画
素部とデータ駆動部との間に備えられてデータ駆動部か
ら出力されるデータ信号が印加される期間に挿入される
ブラックデータを画素部に提供するブラックデータ挿入
部と、前記データ駆動部及びブラックデータ挿入部を制
御するタイミング制御部とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線及びデータ線と接続された複数の画素を含む画素部と、
　前記データ線を駆動するためのデータ駆動部と、
　前記画素部とデータ駆動部との間に備えられてデータ駆動部から出力されるデータ信号
が印加される期間に挿入されるブラックデータを画素部に提供するブラックデータ挿入部
と、
　前記データ駆動部及びブラックデータ挿入部を制御するタイミング制御部と
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記ブラックデータ挿入部は、前記データ駆動部の各出力チャネルに連結されるそれぞ
れのスイッチが含まれて構成されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項３】
　前記それぞれのスイッチは前記タイミング制御部から提供されるイネーブル信号により
動作が制御され、前記各スイッチの入力端に提供される第１電源を前記各出力チャネルを
介して画素部のデータ線に伝達することを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項４】
　前記ブラックデータ挿入部は、
　データ駆動部の各出力チャネル及びこれに対応するデータ線の間に連結され、タイミン
グ制御部から提供されるイネーブル信号がゲート電極に印加される第１トランジスタと、
　第１電源が印加される第１電源線及び前記各データ線の間に連結され、前記タイミング
制御部から提供されるイネーブル信号がゲート電極に印加される第２トランジスタと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１トランジスタ及び第２トランジスタは互いに異なるタイプで実現されることを
特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記ブラックデータ挿入部は、
　第１電源が印加される第１電源線及び前記それぞれのデータ線の間に連結され、前記タ
イミング制御部から提供されるイネーブル信号がゲート電極に印加される第３トランジス
タを含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第３トランジスタは、ＰＭＯＳトランジスタで実現されることを特徴とする請求項
６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
 前記データ線はこれに対応するデータ駆動部の各出力チャネルと連結されている状態で
実現されることを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は有機電界発光表示装置に関し、特に、画質低下を克服するためにデータ信号が
印加される期間にブラックデータを挿入する有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）、電界放出表示装置（
Ｆｉｅｌｄ Ｅｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示パネル（
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Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ
 Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを用いて映像を表示するものであって、これは速い応答速度を有す
ると共に、低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置のような平板表示装置の画質を評価する１つの指標として、動映
像応答速度（Ｍｏｖｉｎｇ Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｒｅｓｐｏｎｓｅ Ｔｉｍｅ;以下、ＭＰＲＴ
という）が挙げられる。
【０００５】
　前記ＭＰＲＴは平板表示装置のスクリーン上に表示される動画像の移動を測定するもの
であって、人間の視感特性を反映して動映像の境界部位をＣＣＤカメラを介して適正時間
ついて行きながら停止画像にこれらの画像を撮影し、この撮影された停止画像の鮮明度を
評価するものとして国際標準として提案されている。
【０００６】
　即ち、ＭＰＲＴ指数が低く測定されるのは画像の鮮明度が低いことを意味し、これは平
板表示装置によりディスプレイされる動映像を見るとき、ユーザの目の疲労感が高くなる
ことを意味する。
【０００７】
　特に、前記平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置のようにホールドタイプ方式で
駆動する平板表示装置は、動映像を実現するとき、画面が鮮明にならず、ぼけて見えるボ
ケ（Ｂｌｕｒｉｎｇ）現象が現れる。これは既存のホールドタイプ方式で駆動される平板
表示装置の場合、前記ＭＰＲＴ指数が低く測定されることを意味する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００８－００２０３１９号公報
【特許文献２】韓国特許出願公開第２００８－００１８０４９号公報
【特許文献３】韓国特許出願公開第２００７－００１１０１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、データ駆動部
と画素部との間にブラックデータ挿入部が備えられ、前記データ駆動部から画素部に出力
されるデータの操作なしに前記データ駆動部から出力されるデータが印加される期間にブ
ラックデータを挿入して画素部に提供することで、ＭＰＲＴ指数を向上させることができ
る有機電界発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するために、本発明の一側面に係る有機電界発光表示装置は、走査線及
びデータ線と接続された複数の画素を含む画素部と、前記データ線を駆動するためのデー
タ駆動部と、前記画素部とデータ駆動部との間に備えられてデータ駆動部から出力される
データ信号が印加される期間に挿入されるブラックデータを画素部に提供するブラックデ
ータ挿入部と、前記データ駆動部及びブラックデータ挿入部を制御するタイミング制御部
とを含むことを特徴とする。
【００１１】
　また、前記ブラックデータ挿入部は、前記データ駆動部の各出力チャネルに連結される
それぞれのスイッチが含まれて構成され、前記それぞれのスイッチは前記タイミング制御
部から提供されるイネーブル信号により動作が制御され、前記各スイッチの入力端に提供
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される第１電源を前記各出力チャネルを介して画素部のデータ線に伝達することを特徴と
する。
【００１２】
　更に、前記ブラックデータ挿入部は、データ駆動部の各出力チャネル及びこれに対応す
るデータ線の間に連結され、タイミング制御部から提供されるイネーブル信号がゲート電
極に印加される第１トランジスタと、第１電源が印加される第１電源線及び前記各データ
線の間に連結され、前記タイミング制御部から提供されるイネーブル信号がゲート電極に
印加される第２トランジスタとを含み、前記第１トランジスタ及び第２トランジスタは互
いに異なるタイプで実現されることを特徴とする。
【００１３】
　又は、前記ブラックデータ挿入部は、第１電源が印加される第１電源線及び前記それぞ
れのデータ線の間に連結され、前記タイミング制御部から提供されるイネーブル信号がゲ
ート電極に印加される第３トランジスタとを含み、前記第３トランジスタはＰＭＯＳトラ
ンジスタで実現され、前記データ線はこれに対応するデータ駆動部の各出力チャネルと連
結されている状態で実現されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
 このような本発明によれば、簡単な回路構成を通じてブラックデータをデータが印加さ
れる期間に挿入して画素部に提供する。これにより、ＭＰＲＴ指数を向上させることがで
き、これを通じて有機電界発光表示装置の画質を改善できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の概略的な構成ブロック図である
。
【図２】図１に示した画素の一実施形態に対する回路図である。
【図３】図１に示したブラックデータ挿入部に対する第１実施形態の回路図である。
【図４】図１に示したブラックデータ挿入部に対する第２実施形態の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
 以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第１構成要素
と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と直接連
結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい。また
、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略する。更に
、同一部分には同一符号を付す。
【００１７】
 図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の概略的な構成ブロック図であ
る。
 図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続された複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１
～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ
駆動部２０と、前記画素部３０とデータ駆動部２０との間に備えられてデータ駆動部２０
から出力されるデータ信号が画素部３０に印加される期間に挿入されるブラックデータを
画素部３０に提供するブラックデータ挿入部６０と、前記走査駆動部１０、データ駆動部
２０、及びブラックデータ挿入部６０を制御するためのタイミング制御部５０を備える。
【００１８】
 タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
（Ｄａｔａ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｓｉｇｎａｌ;ＤＣＳ）、走査駆動制御信号（Ｓｃａｎ Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ Ｓｉｇｎａｌ;ＳＣＳ）及びブラックデータ挿入部６０の動作を制御するイネ
ーブル信号（Ｅｎａｂｌｅ ｓｉｇｎａｌ）を生成する。
【００１９】
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 即ち、タイミング制御部５０で生成されたデータ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２
０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆動部１０に供給され、イネーブル信号は
ブラックデータ挿入部６０に供給される。そして、タイミング制御部５０は外部から供給
されるデータＤａｔａをデータ駆動部２０に供給する。
【００２０】
 走査駆動部１０はタイミング制御部５０から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受ける。
このような走査駆動部１０は走査駆動制御信号ＳＣＳに対応して走査信号を生成し、生成
された走査信号を走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給する。
【００２１】
 データ駆動部２０は、タイミング制御部５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受
ける。このようなデータ駆動部２０は、データ駆動制御信号ＤＣＳに対応してデータ信号
を生成し、生成されたデータ信号を走査信号と同期されるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供
給する。即ち、前記データ駆動部２０の各出力チャネル０１～０ｍは前記データ線Ｄ１～
Ｄｍとそれぞれ対応して連結される。
【００２２】
 画素部３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けてそ
れぞれの画素４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受け
た画素４０のそれぞれはデータ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから発光素子を経由し
て第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流を制御することで、データ信号に対応する光を生成す
る。このとき、前記第１電源ＥＬＶＤＤは第２電源ＥＬＶＳＳよりハイレべルの電圧値を
有するようになる。
【００２３】
 このような構成を有する有機電界発光表示装置は、ホールドタイプ方式で駆動される。
即ち、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順次供給される走査期間に前記画素部３０を構成す
るそれぞれの画素４０にデータ信号が供給され、１フレーム周期の大部分である非走査期
間には前記画素４０に供給されたデータ信号が維持されることで画像を表示するようにな
る。
【００２４】
 このように有機電界発光表示装置は、ホールドタイプで駆動されるため、動映像を表示
する光の時間周波数特性が低く、それに伴い、空間周波数特性が低くなり、動映像のボケ
現象が引き起こされる。
【００２５】
 これは動きを追従する目で一時的に持続される映像の積分効果に起因する。従って、ホ
ールドタイプ方式の特性上、有機電界発光表示装置は目の動きとフレーム毎の静的映像と
の間の不一致により、観覧者がぼけた画面を見るようになるという短所を有する。即ち、
ホールドタイプ方式の有機電界発光表示装置はＭＰＲＴ指数がインパルスタイプ方式のＣ
ＲＴに比べて低くなるという短所がある。
【００２６】
 このような短所を克服するために、１フレームで各映像を表示した後、次のフレームの
映像が表示される前にブラックデータを挿入することによって画面全体がブラックディス
プレイに変換される「ブラック挿入（Ｂｌａｃｋ Ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）」方案が研究さ
れた。
【００２７】
 しかしながら、従来の場合、このようなブラックデータを生成し、これを画素部に提供
するために新たな駆動回路又は新たな駆動方法を研究したが、この場合は回路が複雑にな
るなどの問題が発生し得る。
【００２８】
 これにより、本発明の実施形態はこのような問題を克服するために提案されたものであ
って、より簡単に「ブラック挿入」を実現できることを特徴とする。
【００２９】
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 即ち、本発明では前記画素部３０とデータ駆動部２０との間に位置し、データ駆動部２
０から画素部３０に出力されるデータ信号が印加される期間に挿入されるブラックデータ
を提供するブラックデータ挿入部６０が備えられる。これにより、データ駆動部２０から
出力されるデータ信号の操作なしに簡単にブラックデータを挿入して画素部３０に提供で
きるようになる。
【００３０】
 前記ブラックデータ挿入部６０はデータ駆動部２０の各出力チャネル０１～０ｍに連結
されるそれぞれのスイッチ（図示せず）が含まれて構成される。前記それぞれのスイッチ
は前記タイミング制御部５０から提供されるイネーブル信号により動作が制御され、動作
が行われば、前記各スイッチの入力端に提供される第１電源ＥＬＶＤＤを前記各出力チャ
ネル０１～０ｍを介して画素部３０のデータ線Ｄ１～Ｄｍに伝達する役割をする。
【００３１】
 このとき、前記データ駆動部２０の出力チャネル０１～０ｍは画素部３０に配列された
それぞれのデータ線Ｄ１～Ｄｍと対応するものである。
【００３２】
 このとき、前記第１電源ＥＬＶＤＤは、前述したように、画素部３０に備えられたそれ
ぞれの画素４０に印加される外部電源である。但し、本発明の実施形態の場合、これは各
画素４０の電源としての役割だけでなく、有機電界発光表示装置の画質向上のために、デ
ータ信号の間に挿入されるブラックデータとしての役割を行うようになる。
【００３３】
 図２は、図１に示した画素の一実施形態に対する回路図である。
 但し、これは１つの実施形態に過ぎないものであって、本発明に係る有機電界発光表示
装置に備えられる画素が前記構造に限定されるものではない。
 図２を参照して説明すれば、前記画素４０は画素回路と発光素子ＯＬＥＤを含んで構成
され、前記画素回路は第１及び第２トランジスタＭ１、Ｍ２とキャパシタＣｓｔを含む。
【００３４】
 前記第１及び第２トランジスタＭ１、Ｍ２はＮＭＯＳトランジスタ又はＰＭＯＳトラン
ジスタで実現されることができるが、図２では一例として、ＰＭＯＳトランジスタで実現
されることを説明し、これはソース、ドレイン及びゲート電極を備える。ソースとドレイ
ンは物理的に同一であり、第１及び第２電極と称することができる。そして、キャパシタ
Ｃｓｔは第１端子と第２端子を備える。
【００３５】
 駆動素子としての第１トランジスタＭ１の場合、ソースは第１電源ＥＬＶＤＤを供給す
る第１電源線に連結され、ドレインは発光素子ＯＬＥＤに連結され、ゲートは第１ノード
Ｎ１に連結される。従って、第１トランジスタＭ１は第１ノードＮ１の電圧に対応してソ
ースからドレイン方向に電流を流す。
【００３６】
 また、スイッチング素子としての第２トランジスタＭ２は、ソースはデータ線Ｄｍに連
結され、ドレインは第１ノードＮ１に連結され、ゲートは走査線Ｓｎに連結される。この
ような第２トランジスタＭ２は走査線Ｓｎを介して伝達される走査信号によりデータ線Ｄ
ｍに流れるデータ信号を選択的に第１ノードＮ１に伝達する。
【００３７】
 キャパシタＣｓｔは、第１端子は第１電源ＥＬＶＤＤを供給する第１電源線に連結され
、第２端子は第１ノードＮ１に連結されて第１トランジスタＭ１のゲートとソースとの間
の電圧を一定時間維持する。即ち、これは有機電界発光表示装置がホールドタイプ方式で
あることを意味する。
【００３８】
 前記キャパシタＣｓｔに格納された第１トランジスタＭ１のゲートとソースとの間の電
圧は下記の式１に該当する。
【００３９】
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【数１】

【００４０】
 ここで、Ｖｇｓは第１トランジスタＭ１のゲートソース間電圧、ＥＬＶＤＤは第１電源
線の電圧、Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧を意味する。
 これを通じて前記発光素子に流れる電流ＩＯＬＥＤは式２に該当する。
【００４１】

【数２】

【００４２】
 ここで、Ｖｇｓは第１トランジスタＭ１のゲートソース間電圧、ＥＬＶＤＤは第１電源
線の電圧、Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧、Ｖｔｈは第１トランジスタの閾値電圧を意味
する。
【００４３】
 これにより、各画素４０はデータ線を介して印加されるデータ信号と前記第１電源ＥＬ
ＶＤＤとの間の電圧差に該当する電流が発光素子ＯＬＥＤに印加されることで、これに対
応する輝度で発光して所定の画像を表示するようになる。
【００４４】
 従って、前記データ信号の代わりに、第１電源ＥＬＶＤＤがデータ線に印加される場合
には前記Ｖｇｓ値が０となり、実質的に各画素はブラックを表示するようになる。
【００４５】
 即ち、本発明の実施形態の場合、データ駆動部２０により印加されるデータ信号を介し
て所定の画像を表示しながら、前記データ信号が印加される期間にブラックデータ挿入部
６０により各データ線Ｄ１～Ｄｍにブラックデータ、即ち、第１電源ＥＬＶＤＤを印加し
てブラックを表示する。これにより、ホールドタイプ方式駆動により発生する問題を克服
できるようになる。
【００４６】
 このとき、前記ブラックデータが印加される時点は一例であって、１フレームのデータ
信号がいずれも印加され、次のフレームのデータ信号が印加される前の時点であることが
好ましいが、本発明の実施形態が必ずこれに限定されるものではない。
【００４７】
 図３は、図１に示したブラックデータ挿入部に対する第１実施形態の回路図である。
 図３を参照すれば、本発明の第１実施形態に係るブラックデータ挿入部６０は、データ
駆動部２０の各出力チャネル０１～０ｍ及びこれに対応するデータ線Ｄ１～Ｄｍの間に連
結される。このようなブラックデータ挿入部６０は、タイミング制御部（図１の５０）か
ら提供されるイネーブル信号がゲート電極に印加される第１トランジスタＴ１と、第１電
源ＥＬＶＤＤが印加される第１電源線及び前記各データ線Ｄ１～Ｄｍの間に連結され、前
記タイミング制御部５０から提供されるイネーブル信号がゲート電極に印加される第２ト
ランジスタＴ２で構成される。
【００４８】
 また、前記第１トランジスタＴ１及び第２トランジスタＴ２は互いに異なるタイプで実
現され、本発明の実施形態の場合、第１トランジスタＴ１はＰＭＯＳトランジスタで、第
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２トランジスタＴ２はＮＭＯＳトランジスタで実現されることをその例として説明してい
るが、これは反対に実現されても構わない。
【００４９】
 前記のような構成を有するブラックデータ挿入部６０の動作を説明すれば、以下の通り
である。
【００５０】
 図３に示す実施形態の場合、ブラックデータ挿入部６０の動作を行うようにするイネー
ブル信号は第２トランジスタＴ２をターンオンさせるハイレベル信号となる。
【００５１】
 即ち、前記ブラックデータ挿入部６０が動作しない期間は前記イネーブル信号がローレ
ベルに印加される期間に該当するものであって、これはデータ駆動部２０が正常に動作し
てそれぞれのデータ線Ｄ１～Ｄｍを介して各画素（図１の４０）にデータ信号を提供する
期間になる。
【００５２】
 更に詳細に説明すれば、前記イネーブル信号がローレベルに印加されると、第１トラン
ジスタＴ１はターンオンされてデータ駆動部２０の各出力チャネル０１～０ｍは第１トラ
ンジスタＴ１を経由してデータ線Ｄ１～Ｄｍと連結される。これにより、データ駆動部２
０から出力されるそれぞれのデータ信号はそれぞれのデータ線Ｄ１～Ｄｍに提供され、各
画素４０に印加される。
【００５３】
 反面、前記イネーブル信号がハイレベルに印加されると、第１トランジスタＴ１はター
ンオフされてデータ駆動部２０の各出力チャネル０１～０ｍはデータ線Ｄ１～Ｄｍと連結
されなくなり、前記データ線Ｄ１～Ｄｍは第２トランジスタＴ２のターンオンにより第１
電源ＥＬＶＤＤが印加される第１電源線と連結される。
【００５４】
 これにより、前記イネーブル信号がハイレベルに印加される期間にはデータ駆動部２０
から提供されるデータ信号が各画素４０に伝達されるのではなく、第１電源線から供給さ
れる第１電源ＥＬＶＤＤが各画素４０に伝達される。
【００５５】
 この場合、前述したように、各画素４０に備えられた駆動素子Ｍ１のＶｇｓ値が０とな
り、実質的に各画素４０はブラックをディスプレイするようになる。
【００５６】
 このような構成を通じて前記データ駆動部２０により印加されるデータ信号を介して所
定の画像を表示しながら、前記データ信号が印加される期間にブラックデータ挿入部６０
により各データ線Ｄ１～Ｄｍにブラックデータ、即ち、第１電源ＥＬＶＤＤを印加してブ
ラックを表示できる。これにより、ホールドタイプ方式駆動により発生する問題を簡単な
回路の追加を通じて克服できるようになる。
【００５７】
 図４は、図１に示したブラックデータ挿入部に対する第２実施形態の回路図である。
 図４を参照すれば、本発明の第２実施形態に係るブラックデータ挿入部６０’は、デー
タ駆動部２０の各出力チャネル０１～０ｍと、これに対応するデータ線Ｄ１～Ｄｍは連結
された状態で実現され、これにより、第１電源ＥＬＶＤＤが印加される第１電源線及び前
記それぞれのデータ線Ｄ１～Ｄｍの間に連結され、前記タイミング制御部５０から提供さ
れるイネーブル信号がゲート電極に印加される第３トランジスタＴ３で構成される。
【００５８】
 本発明の実施形態の場合、第３トランジスタＴ３はＰＭＯＳトランジスタで実現される
ことをその例として説明しているが、これはＮＭＯＳトランジスタで実現されても構わな
い。
【００５９】
 前記のような構成を有するブラックデータ挿入部６０’の動作を説明すれば、以下の通
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【００６０】
 図４に示す実施形態の場合、ブラックデータ挿入部６０’の動作を行うようにするイネ
ーブル信号は第３トランジスタＴ３をターンオンさせるローレベル信号となる。
【００６１】
 即ち、前記ブラックデータ挿入部６０’が動作しない期間は前記イネーブル信号がハイ
レベルに印加される期間に該当するものであって、この場合、第３トランジスタＴ３はタ
ーンオフされる。これにより、データ駆動部２０は第３トランジスタＴ３と関係なく正常
に動作してそれぞれのデータ線Ｄ１～Ｄｍを介して各画素４０にデータ信号を提供する。
【００６２】
 反面、前記イネーブル信号がローレベルに印加されると、第３トランジスタＴ３のター
ンオンにより第１電源ＥＬＶＤＤが印加される第１電源線と前記各データ線Ｄ１～Ｄｍは
互いに連結される。
【００６３】
 これにより、前記イネーブル信号がローレベルに印加される期間にはデータ駆動部２０
から提供されるデータ信号が各画素に伝達されるのではなく、第１電源線により第１電源
ＥＬＶＤＤが各画素に伝達される。
【００６４】
 これは前記第１電源の大きさが前記データ駆動部２０から提供するデータ信号より大き
いか、同一であるためである。これにより、データ駆動部２０から各チャネルに提供する
データ信号と関係なく第１電源ＥＬＶＤＤが各データ線Ｄ１～Ｄｍを介してこれに連結さ
れた各画素に伝達される。
【００６５】
 この場合、前述したように、各画素４０に備えられた駆動素子Ｍ１のＶｇｓ値が０とな
り、実質的に各画素４０はブラックをディスプレイするようになる。図３を通じて説明し
たように、データ信号が印加される期間にブラックデータ挿入部６０’により各データ線
Ｄ１～Ｄｍにブラックデータ、即ち、第１電源ＥＬＶＤＤを印加してブラックを表示する
ことで、ホールドタイプ方式駆動により発生する問題を簡単な回路の追加を通じて克服で
きるようになる。
【００６６】
 以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能であることはもちろん
であり、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００６７】
　　１０　走査駆動部
　　２０　データ駆動部
　　３０　画素部
　　４０　画素
　　５０　タイミング制御部
　　６０　ブラックデータ挿入部
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要解决的问题：通过在数据驱动部分和像素部分之间提供黑色数据插入
部分，以及在打印数据输出期间插入黑色数据，提供能够提高MPRT指
数的有机电致发光显示装置从数据驱动部分提供到像素部分，而不操作
从数据驱动部分输出到像素部分的数据。 ŽSOLUTION：有机电致发光
显示装置包括像素部分，该像素部分包括连接到扫描线和数据线的多个
像素，用于驱动数据线的数据驱动部分，设置在像素部分和数据驱动之
间的黑色数据插入部分部分，用于向像素部分提供在施加有从数据驱动
部分输出的数据信号的周期中插入的黑色数据，以及用于控制数据驱动
部分和黑色数据插入部分的定时控制部分。 Ž


